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連
　
載

井出亜夫氏近影(2022.11)
―
―
第
３
の
開
国
に
向
け
て
日
本
と
日
本
人
へ

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㊺回

井
出 

亜
夫 

氏
（
元
・
通
産
官
僚
）

▼
は
じ
め
に

筆
者
は
、
山
形
県
の
出
身

で
あ
り
、
東
京
の
新
橋
駅
前

に
事
務
所
が
あ
る
国
際
善
隣

協
会
の
会
員
で
あ
る
。
同
協

会
は
、
満
洲
か
ら
の
引
揚
促

進
と
引
揚
者
援
護
な
ど
を
目

的
と
す
る
法
人
を
前
身
と

し
、
80
年
以
上
を
経
て
い
る

【
註
１
】
。
筆
者
は
、
長
野
県

軽
井
沢
町
と
も
ゆ
か
り
が
あ

る
。
同
町
に
は
大
日
向
地
区

が
あ
る
が
、
長
野
県
佐
久
穂

町
に
も
大
日
向
と
い
う
地
名

が
あ
る
。
満
州
開
拓
に
村
を

挙
げ
て
参
加
し
た
が
、
引
揚

げ
後
は
、
帰
る
と
こ
ろ
が
な

く
、
新
に
軽
井
沢
町
の
開
拓

を
強
い
ら
れ
た
と
い
う
歴
史

を
知
る
。
筆
者
の
両
親
や
姉

な
ど
は
満
州
か
ら
の
引
揚
者

で
80
年
近
く
も
前
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
身
近
な
話
題
で

あ
る
。

善
隣
協
会
は
こ
う
し
た
引

き
上
げ
問
題
へ
の
関
わ
り
を

主
題
に
す
る
団
体
で
あ
る
が
、

同
協
会
の
講
演
委
員
会
な
ど

で
、
日
ご
ろ
か
ら
指
導
鞭
撻
を

賜
っ
て
い
る
人
物
を
今
回
は

紹
介
し
た
い
。
井
出
亜
夫
で
あ

る
。
同
氏
は
、
長
野
県
佐
久
市

の
出
身
で
、
や
は
り
国
際
善
隣

協
会
の
会
員
で
あ
る
が
、
筆
者

と
は
出
自
も
経
歴
も
異
な
る

の
で
あ
る
が
、
本
コ
ラ
ム
が
掲

げ
る
「
挑
戦
者
の
履
歴
書
」
と

し
て
、
紹
介
し
た
い
元
行
政
官

（
官
僚
）
で
あ
る
。

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
出
亜
夫
（
つ
ぎ
お
）
氏

は
、
１
９
４
３
年
11
月
20
日

生
ま
れ
で
、
ち
ょ
う
ど
79
歳

で
あ
る
。
筆
者
も
知
る
井
出

一
太
郎
氏
の
次
男
と
し
て
、

長
野
県
佐
久
市
で
誕
生
し

た
。
一
太
郎
氏
は
、
自
民
党

の
政
治
家
で
、
官
房
長
官
や

農
林
や
郵
政
な
ど
の
大
臣
を

経
験
さ
れ
た
大
物
政
治
家

で
、
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
家
と

の
印
象
が
強
い
。

ま
た
、
井
出
家
が
排
出
し

た
人
物
は
特
筆
に
値
す
る
。

家
業
は
、
酒
造
業
で
あ
り
橘

倉
酒
造
で
あ
り
３
０
０
余
年

も
続
く
老
舗
で
あ
る
。
井
出

家
か
ら
は
、
一
太
郎
ほ
か
、

丸
岡
秀
子
、
武
三
郎
、
源
四

郎
、
孫
六
（
氏
略
）
な
ど
を

輩
出
し
、
亜
夫
氏
の
長
兄
、

正
一
氏
は
厚
生
大
臣
で
、
酒

造
の
後
継
者
で
あ
っ
た
。
ウ

ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

源
四
郎
氏
は
、
千
葉
大
学
学

長
で
筆
者
と
は
関
係
が
深
か

っ
た
。
孫
六
氏
は
、『
満
蒙

の
権
益
と
開
拓
団
の
悲
劇
』

な
ど
を
著
し
て
い
る
。
家
柄

や
土
地
柄
が
亜
夫
氏
の
出
自

に
あ
り
、
地
元
の
小
、
中
、

高
校
を
卒
業
し
、
東
京
大
学

経
済
学
部
を
経
て
、
通
産
省

の
官
僚
と
し
て
、
多
く
の
行

政
を
遂
行
指
導
し
た
。
そ
の

略
歴
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

１
９
６
７
年
通
産
省
入

省
、
１
９
９
９
年
退
官
ま
で

の
32
年
間
に
、
以
下
の
要
職

を
歴
任
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日

本
政
府
代
表
部
参
事
官
、
通

産
省
住
宅
産
業
課
長
、
ガ
ス

事
業
課
長
、
調
査
課
長
、
基

礎
産
業
局
総
務
課
長
、
経
済

企
画
庁
官
房
企
画
課
長
、
中

小
企
業
庁
小
規
模
企
業
部

長
、
経
済
企
画
庁
物
価
局
審

議
官
、
日
本
銀
行
政
策
委

員
、
経
済
企
画
庁
国
民
生
活

局
長
、
経
済
企
画
審
議
官

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
政
策
委
員

会
日
本
政
府
代
表
）。

そ
の
後
は
、
大
学
教
授
と

し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
や
日

本
大
学
で
学
生
指
導
や
研
究

指
導
に
貢
献
し
た
。

１
９
９
９
～
２
０
１
１

年

：

慶
応
義
塾
大
学
教
授
・

同
客
員
教
授
（
政
策
メ
デ
ィ

ア
研
究
科
、
理
工
学
研
究

科
、
慶
応
大
学
・
中
国
清
華

大
学
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
・
経
済
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
代
表
）、
２
０
０
５
年
～

２
０
１
３
年
日
本
大
学
大
学

院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
科
教
授
（
２
０
０
８
年

～
11
年
研
究
科
長
）。

こ
の
間
、
国
際
関
係
と
し

て
、
１
９
９
９
年
～
２
０
０

４
年
中
国
の
発
展
と
環
境
に

関
す
る
国
際
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ

Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
Ｗ
Ｇ
議
長
。
１
９

９
５
年
～
２
０
０
４
年
Ｉ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｄ
日
本
委
員
会
メ
ン

バ
ー
、
２
０
０
６
年
～
２
０

０
９
年

：
国
連
大
学
共
同

講
座
担
当
。

ま
た
、
２
０
０
１
年
～
現

在
は
国
際
中
小
企
業
会
議
代

表
幹
事
、
フ
ォ
ー
カ
ス
・
ワ

ン
代
表
理
事
。

▼
現
代
＆
次
社
会
へ
の
提
言

井
出
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
現
代
社
会

や
次
社
会
の
持
続
可
能
の
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
井
出
一
族
の
伝
承

そ
の
も
の
で
あ
る
。
筆
者
も

同
氏
の
活
動
を
理
解
し
協
力

の
た
め
に
、
そ
の
テ
ー
マ

（
案
件
や
課
題
）
を
受
け
止

め
る
た
め
に
、
以
下
に
キ
ー

ワ
ー
ド
（
キ
ー
フ
レ
イ
ズ
）

と
し
て
列
記
し
た
い
。

①
第
３
の
開
国

世
界
は
大
き
な
転
換
期
に

あ
る
が
、
現
在
の
日
本
は
、

明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次

ぐ
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
形

成
、
す
な
わ
ち
「
第
３
の
開

国
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
か
ら
、
人
類
を

悩
ま
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、

現
代
人
間
社
会
と
自
然
界
の

相
克
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を

我
々
に
迫
っ
て
い
る
。
我
々

は
、
軍
縮
を
含
め
た
産
業
・

経
済
、
生
活
様
式
の
在
り
方

を
全
人
類
共
通
の
問
題
と
し

て
認
識
し
、
将
来
を
展
望
し

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
、
そ
し
て
福
祉
、
国
際
関

係
等
に
お
い
て
も
、
日
本
の

従
来
の
制
度
や
し
き
た
り
か

ら
脱
皮
し
た
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
及

び
ア
ジ
ア
の
発
展
を
如
何
評

価
す
る
か
、
こ
れ
に
日
本
は

如
何
な
る
関
係
を
築
く
か
が

問
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
次
項

の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

②
米
中
２
強
時
代
で
の
日
本

の
役
割

現
代
に
お
い
て
、
と
り
わ

け
押
し
寄
せ
て
い
る
大
波

が
、
中
国
の
経
済
大
国
化
に

よ
り
、
従
来
の
「
米
国
一

強
」
か
ら
「
米
中
二
強
時

代
」
へ
の
移
行
で
あ
る
。

が
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
局
面
で
の
日
本
の
立
場

で
あ
る
。

21
世
紀
に
入
っ
て
以
降
の

中
国
の
世
界
経
済
に
お
け
る

比
率
は
漸
次
増
大
し
、
米
国

一
極
体
制
か
ら
米
中
二
極
体

制
に
移
り
、
こ
れ
を
巡
る
国

際
政
治
上
の
対
立
・
軋
轢
が

際
立
っ
て
き
た
。

井
出
氏
は
、
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資

本
主
義
の
精
神
」
の
記
述
を

引
用
し
、「
最
も
自
由
な
地

域
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
は
、
営
利
活
動
は
宗
教

的
・
倫
理
的
な
意
味
を
取
り

去
ら
れ
て
い
て
、
今
で
は
純

粋
な
競
争
の
感
情
に
結
び
付

く
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
性
格
を
帯
び
る

こ
と
さ
え
稀
で
は
な
い
。
ト

ラ
ン
プ
の
出
現
を
許
し
た
ア

メ
リ
カ
民
主
主
義
な
る
も
の

は
如
何
な
る
実
態
に
あ
る
の

か
？
」
と
、
指
摘
す
る
。
ア

メ
リ
カ
国
内
で
の
格
差
拡

大
・
黒
人
差
別
等
に
つ
い
て

も
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な

く
、
米
中
国
の
双
方
に
強
み

と
弱
み
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、

中
国
の
経
済
発
展
を
的
確
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
米
中
二
極
体
制
下
に

お
け
る
日
本
の
役
割
を
自
覚

し
、
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
、
ま
さ
に
今
後

の
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本

の
存
在
が
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
人

は
、
精
神
力
と
哲
学
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
は
、教
育
が
重
要
と
な
る
。

③
情
報
革
命

日
本
は
情
報
分
野
に
は
技

術
力
を
有
し
て
い
た
が
、
生

産
力
の
喪
失
と
国
民
生
活
に

浸
透
が
遅
れ
、「
情
報
革

命
」
の
大
波
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
情
報
革
命
は
、

産
業
に
関
係
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
産
業
革
命
と
は
比
較
で

き
な
い
多
面
的
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

の
代
表
的
な
Ａ
Ｉ
と
Ｄ
Ｘ

（
人
工
知
能
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
対
し
て
は
、
新
し
い
ル
ー

ル
の
設
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

④
新
し
い
公
共

明
治
以
降
、
今
日
に
到
る

日
本
の
教
育
は
、
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
養
成
に
主
眼
が
置
か

れ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
、
人

間
、
社
会
、
歴
史
の
本
質
に

迫
る
意
識
を
埋
没
さ
せ
た
よ

う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
日
本

社
会
の
近
代
化
、
意
識
と
制

度
の
近
代
化
を
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
面
で

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
の

が
、「
新
し
い
公
共
」
と
呼

ば
れ
る
哲
学
で
あ
る
。
公
共

哲
学
で
あ
り
、
企
業
及
び
組

織
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）
で
あ
る
。

国
家
主
導
の
組
織
体
制
か

ら
、
市
民
参
加
の
組
織
体
制

や
意
識
へ
の
転
換
で
あ
る
。

市
場
経
済
原
理
主
義
、
功
利

主
義
か
ら
新
し
い
「
公
共
哲

学
」
（
共
同
体
主
義
）
へ
移

行
を
提
唱
。
自
由
至
上
主
義

か
ら
共
同
体
主
義
へ
時
代
は

流
れ
て
お
り
、
善
の
価
値
を

問
う
哲
学
を
主
張
し
て
い
る
。

井
出
氏
は
、
通
産
や
経
済

の
行
政
官
と
し
進
め
て
き
た

の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
で
あ
り
、

こ
れ
の
方
面
を
リ
ベ
ラ
ル
の

見
識
か
ら
主
導
し
て
き
た
。

結
果
、
ポ
ス
ト
産
業
資
本
主

義
社
会
に
お
け
る
「
組
織
社

会
の
性
格
、
組
織
の
社
会
的

責
任
」
を
銘
記
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
経
営
者
の
役
割
を
、「
経

営
理
念
、
経
営
方
針
、
経
営

計
画
」
の
な
か
で
展
開
す
る

こ
と
が
不
可
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

⑤
少
子
高
齢
化
社
会

人
生
60
年
時
代
の
制
度
設

計
が
人
生
80
年
、
90
年
時
代

に
拡
張
さ
れ
、
財
政
赤
字
構

造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

東
京
一
極
集
中
・
地
方
の
疲

弊
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
友

好
、
女
性
の
社
会
的
進
出
等

の
諸
問
題
を
具
体
的
に
如
何

解
決
す
る
か
、
に
直
接
的
に

関
連
し
、
政
治
的
合
意
と
そ

れ
に
よ
る
制
度
構
築
の
必
要

性
は
、喫
緊
な
状
態
で
あ
る
。

以
上
の
課
題
は
、
筆
者
も

共
有
す
る
課
題
で
あ
り
、
井

出
氏
の
指
摘
に
中
か
ら
特
に

引
用
し
た
【
註
２
、
３
】。

▼
ま
と
め

原
稿
を
書
い
て
い
る
当
日

は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ

ィ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
で
『
種
の

起
源
』
を
出
版
し
た
日
で
あ

っ
た
。
井
出
氏
の
提
言
と
重

ね
る
と
、〝
私
た
ち
は
何
処

か
ら
き
て
、
何
処
に
い
て
、

何
処
へ
行
く
の
で
あ
ろ
う
か

（
時
の
目
／
歴
史
的
視
点
と

鳥
の
目
／
世
界
的
視
点
）。

英
国
の
著
名
な
歴
史
家
Ｅ
・

Ｈ
・
カ
ー
は
「
歴
史
と
は
、

過
去
と
現
在
の
絶
え
ざ
る
対

話
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
井
出
氏
は
、
こ
れ
に
加

え
、「
歴
史
と
は
、
過
去
と

現
在
の
対
話
で
あ
り
、
ま

た
、
未
来
へ
の
展
望
で
あ

る
」
と
考
え
て
い
る
と
い

う
。
ま
さ
に
未
来
へ
の
展
望

が
必
要
で
あ
る
。

井
出
氏
が
１
９
６
７
年
、

通
産
省
に
入
省
し
た
時
、
中

進
国
だ
っ
た
日
本
を
先
進
国

に
す
る
こ
と
が
、
同
世
代
の

役
割
だ
っ
た
と
述
懐
す
る
。

日
本
国
民
の
努
力
、
恵
ま
れ

た
国
際
環
境
の
下
、
そ
の

後
、
20
年
に
し
て
エ
ズ
ラ
・

ボ
ー
ゲ
ル
が
言
う
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が
実

現
し
た
が
、
平
成
以
降
の
日

本
は
、
次
の
展
望
を
描
け
ず

に
今
日
に
至
っ
て
い
る
、と
。

夏
目
漱
石
は
、
明
治
社
会

の
脆
弱
性
を
強
く
懸
念
し
、

「
三
四
郎
」
に
お
い
て
「
日

本
は
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
で

し
ょ
う
」
と
言
う
三
四
郎
に

対
し
、
広
田
先
生
は
「
滅
び

る
ね
」
と
言
い
、
ま
た
、

「
日
本
の
発
展
は
内
的
発
展

で
な
く
外
か
ら
の
刺
激
に
対

応
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

脆
弱
性
を
自
覚
せ
ず
一
等
国

に
な
っ
た
と
自
惚
れ
る
」
と

懸
念
を
示
す
。
井
出
氏
は
、

英
国
留
学
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本

政
府
代
表
部
を
経
験
し
、
日

本
は
世
界
の
一
員
で
あ
り
、

こ
の
線
に
沿
っ
た
生
き
方
の

重
要
性
を
認
識
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
同
氏
の
発
言

や
著
作
に
接
し
て
い
る
と
、

堅
い
官
僚
の
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
く
、
ソ
フ
ト
な
人
柄
と
と

も
に
、
現
状
の
課
題
を
市
民

目
線
で
と
ら
え
た
未
来
展
望

の
意
思
（
意
志
）
を
感
じ

る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、

英
国
は
じ
め
海
外
経
験
で
獲

得
さ
れ
た
セ
ン
ス
で
あ
る
と

思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ

が
、
職
務
に
お
い
て
も
生
か

さ
れ
た
と
聞
く
…
。

住
宅
産
業
課
長
就
任
時
、

中
国
の
住
宅
事
情
の
劣
悪
さ

を
知
り
、
日
中
住
宅
産
業
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
成
・

実
施
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
関

与
時
、
脱
石
油
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
実
現
に
関
与
し
た

が
、
時
代
は
、
地
球
環
境
問

題
へ
と
更
に
そ
の
上
を
行
っ

て
、
世
界
に
迫
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
政
策
関
与
時
に

は
、
全
国
各
地
の
商
工
会
の

連
携
強
化
に
係
わ
っ
た
が
、

今
日
地
方
振
興
の
課
題
の

下
、
益
々
重
要
性
が
深
め
て

い
る
。
ま
た
、
退
官
後
、
国

際
中
小
企
業
会
議
の
議
長
を

10
年
ほ
ど
勤
め
日
本
の
中
小

企
業
政
策
と
世
界
と
の
交
流

を
深
め
た
。

経
済
企
画
庁
国
民
政
策
局

時
代
、
神
戸
地
震
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
の
展
開
に
触
れ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
制
定
（
議
員
立
法
）
の

制
定
に
行
政
側
よ
り
関
与
し

た
。
わ
が
国
民
法
は
、
公
益

を
司
る
役
割
は
政
府
が
担
う

と
の
考
え
の
下
で
、
市
民
の

役
割
、
市
民
の
関
与
を
軽
視

し
て
い
た
。
戦
後
民
法
の
改

正
は
、
男
女
平
等
、
言
論
の

自
由
な
ど
で
は
、
先
進
国
レ

ベ
ル
に
達
し
た
が
、
公
益
を

巡
る
市
民
の
役
割
を
無
視

し
、
明
治
憲
法
以
来
の
お
上

優
位
の
思
想
が
漂
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
制
定
は
日

本
社
会
の
こ
の
宿
弊
を
破
る

も
の
で
あ
っ
た
。

行
政
官
時
代
は
、
こ
う
し

た
体
験
が
、
以
後
慶
応
大

学
、
日
本
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
、

日
中
交
流
の
促
進
（「
清
華

大
学
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
発
展

に
係
わ
る
学
術
・
実
務
者
交

流
」、「
中
国
の
発
展
と
環
境

に
係
わ
る
国
際
委
員
会
に
参

加
し
、
中
国
政
府
へ
の
提

言
」
な
ど
に
関
係
す
る
こ
と

と
な
る
。

21
世
紀
の
世
界
の
大
勢
は

米
国
一
極
集
中
か
ら
米
中
二

極
構
造
に
推
移
し
、
こ
の
中

で
と
両
者
の
対
立
を
回
避

し
、
欧
米
と
ア
ジ
ア
・
東
洋

の
連
携
を
如
何
に
図
る
が
日

本
の
国
際
的
役
割
で
あ
り
、

こ
の
趣
旨
に
基
づ
き
今
日

も
、
国
際
善
隣
協
会
を
始
め

各
種
の
団
体
関
り
を
有
し
て

い
る
。

▼
お
わ
り
に

井
出
氏
は
、
信
州
佐
久

（
北
に
浅
間
山
、
南
に
八
ヶ

岳
、
千
曲
川
上
流
の
山
村
）

で
誕
生
、
高
校
ま
で
此
処
で

過
ご
し
た
。
幼
少
時
代
、
満

州
か
ら
の
引
揚
者
、
戦
争
で

父
親
を
失
い
、
母
親
一
人
で

育
っ
た
友
人
を
身
近
に
持

ち
、
昭
和
日
本
政
治
の
過
ち

を
実
感
し
た
少
年
時
代
だ
っ

た
、
と
述
懐
す
る
。

ま
た
、
今
日
の
日
本
は
、

明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次

ぐ
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
形

成
、
第
３
の
開
国
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

【
補
遺
】
著
書
・
論
文

著
書

：

「
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
と
経
済
発
展
」

（
２
０
０
４
年
、
慶
応
大
学

出
版
会　

共
著
）
、「
日
中
韓

Ｆ
Ｔ
Ａ
」（
２
０
０
８
年
、

日
本
経
済
評
論
社　

共
著
）
、

「
世
界
の
中
の
日
本
の
役
割

を
考
え
る
」（
２
０
０
９

年
、
慶
応
大
学
出
版
会　

共

著
）

論
文

：

わ
が
国
民
法
の
法

人
制
度
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
制
定

（
２
０
０
０
年　

学
士
会
報
）

【
註
１
】
国
際
善
隣
協
会

https://www.kokusaizen

rin.com/

【
註
２
】
私
た
ち
は
今
何
処

に
い
る
の
だ
ろ
う
か
‐
鳥
の

目
と
時
の
目
で
見
る
視
点
‐

第
三
の
開
国
に
直
面
す
る
日

本
社
会
、
新
し
い
公
共
と
企

業
及
び
組
織
の
社
会
的
責
任

の
確
立
（
私
信
）

【
註
３
】

現
代
経
済
社
会
の
課
題
と
米

中
２
強
体
制　

そ
の
中
に
お

け
る
日
本
の
対
応
と
岸
田
政

権
〈

そ

の

１
〉https://

w
w
w
.
k
o
k
u
s
a
i
z
e
n
r
i
n
.

com/2021/ide2022-03.
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